
取扱説明書
Cも言責ora平ベルト駆動

プレッシャーアキュームコンペヤ

EA　(イ-エイ)

1.構造説明

平ベルトとドライブプ-リの摩擦力によってベルトを走行させ､

そのベルトをキャリヤローラ下面に圧接し､その摩擦力でキャリヤローラを回転させ

搬送するコンペヤです｡

2.各部の名称
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①　キャリヤローラユニット

②　フレームユニット

③　スタンドユニット

④　ドライブユニット

⑤　平ベルト

⑥ドライブプ-リ

⑦　モータ

⑧　巻き返しユニット

⑨　ェンドユニット

⑩　プレッシャープ-リ

⑪リターンプ-リ

⑫　テ-クアップユニット



3.取扱説明

3-1.フレームユニットの接続

(1)畳んであるベルトを解きながらスタンドユニット､フレームユニット､ローラ､

プ-リ間に通し､各取付ボルトを仮締めします｡

(2)フレームユニットの直線度を目視調整し､連結板､スタンドを本締めします｡

[ベルトの蛇行原因になりますので､直線度は必ず確認してください｡]

亡璽ヨ 

フレームユニットはキャリヤローラとフレームをステ-して直角調整 

してありますから据付には極力衝撃を与えないでくださいo 

3-2.コンペヤレベル

相手乗り移り部とのレベル合せをスタンド下ボルトで行います｡

3-3.キャリアローラの取り外し方法

片側づつシャフト端部のキャップを押し､キャップの爪を前に出してから､

上に持ち上げます｡

3-4.ドライブユニットの調整

亡璽ヨ 

試運転調整済みですから､ベルトの蛇行現象が生じた時のみ以外は､ 

ボルト類を緩めないでください○ 

3-5.チ-クアップの調整

初期据付時及び､ベルトが弛んだとき､ドライブプ-リのところでスリップした時に

テ-クアップ調整しますo



▲注意 

運転中に回転部に巻き込まれるおそれがあります○作業時は十分注意して 

チ-クアップ調整して下さいo 

(1)チ-クアッププ-リ固定用ボルトを緩めます｡

(M20六角穴付きボルト用レンチ``呼び17"使用)

固定用ボルトを移動可能な程度(0.5-1回転程度)緩める｡

(テンションを与える時はテンションプ-リが移動可能な最小の緩みで作業を行ってくださ

い)

ベルト交換時は完全に緩め､テ-クアップボルトが緩み易くします｡

(2)チ-クアップボルトのロックナットを緩めます｡

(3)チ-クアップボルトのナットを廻してベルトの緩み具合､スリップ具合に応じてベルトを

引っ張ります｡

初期据付時やベルト交換時の初期ベルト張力は､約1%の伸び量を与えて下さい｡

機長が9mのものであれば､取付位置からゲージでほぼ90mm程度引張った位置が目安です｡

ベルトが弛んだときは､ドライブプ-リでベルトがスリップしない程度に張力を与えて下さ

い｡

(4)調整後はナット類を確実に締めて下さい｡

(5)調整後はベルト蛇行がプ-リ内に納まって走行していることを確認下さい｡



3-6.ベルトの蛇行調整(エンドユニットに蛇行防止機能付きの場合のみ)

(1)ナットを緩めて調整ボルトで押し引きをして蛇行調整をして下さい｡

(2)調整後はナット類を確実に締めて下さい｡

A注意 

運転中に回転部に巻き込まれるおそれがありますo作業時は十分注意して 

蛇行調整して下さい○ 

<調整手順>

(∋　調整用ロックナットを緩めます｡ .

②　調整ボルトをベルトの動きを確認しながら前後に移動させ､ベルトがプ-リのほぼ中央を走

行するように調整してください｡

③　調整後はロックナットを締め込んで確実に固定ください｡



3-7.ベルトの交換

ベルトが消耗した時は､新品のベルトに交換してください｡

▲注意 

主電源を落とし作業に取り掛かって下さいo 

また､他の人が主電源を入れないよう注意喚起願いますo 

(1)ベルトはエンドレスの状態で脱着が可能です｡

(2)組み込まれたベルトはテ-クアップの調整の項(3-6)参照し､完全にベルトを緩めます｡

(3)ベルトを緩ませた状態で､両端のエンドプ-リを上に持ち上げてプ-リよりベルトを外しま

す｡

(4)駆動部のステ-を1本外し､モータ駆動プ-リとテ-クアッププ-リよりフレーム外側に抜

くように外します｡　テ-クアップの調整(3-6)参照

(5)駆動プ-リとテ-クアッププ-リから抜いたベルトを､巻き付けプ-リ間を通して抜いてし

まいます｡　テ-クアップの調整(3-6)参照

(6)ベルト全体をキャリアローラとプレッシャーユニットからフレーム内側方向に抜くように外

します｡

新たに組込むベルトは､エンドレスの状態で外す手順と逆の手順にて組込んで下さい｡



4.　点検リスト

占 検 �5��8��符 ロ ~す �5���m｢�診断 方法 儖Xﾖﾂ�

日常 �4ﾈ888ｨ8H8ﾘ�ｸ8�8h6ｨ6(6r�① 弌�5ﾙW9|r�目視 ��
平ベルト ���蛇行 冦ｨ雋� 

1ケ月 �8ﾘ�ｸ8�7bﾘ8ｩ}��全体 弌�5ﾙW9|r�目視 ��

平ベルト �B�損傷 冦ｨ雋� 弛み具合 冦ｨ雋� 

蛇行 冦ｨ雋� 

3ケ月 �8(�ｸ5��⑦ ���ﾘ尨,ﾉJﾙ�b�聴診 �8(�ｸ5��靖������

モータ部の発熱 ��y�b�

ドライブプ-リ �R�セットボルトの 弛み 冦ｨ霄I�Y�b� 

各部品取付ボルト ��9�ﾂ�ボルトの緩み 冦ｨ霄I�Y�b� 

6ケ月 �7H8ﾈ�ｸ8�8h6ｨ6(6r�5�5�986�8h6ｨ6(6r�② ③ 兀Hﾝ饅��I�傚ﾒ�目視 ��塗装ハゲ 冦ｨ雋� 

発錆の有無 冦ｨ雋� 



5.トラブルシューティング 

現象 侏H獣�処置 ����ﾂ�ﾂ�ﾂ�ﾂ�ﾂ�

ローラが回転しない �8(�ｸ5�*ｨ��5ﾘ+X,H*(,�*"�電源を確認､モータ取説参照 

ベルトがプ-リから外れている �7�8ｸ6yYﾈﾋ5ｳ2ﾓXﾘ�?�ｳ2ﾓhﾘ�ﾘ����

ドライブプ-リが回転しない �4ﾈ�ｸ/�ｦﾙDb�

ベルトとドライブプ-リがスリップ している 糞2ﾓHﾘ�ﾘ����

積載荷重オーバー 俶yw�,ｨ.�,ﾉL��yZ�,�+X,H岑+2�*"�

ベルトが切れている ��iV�,hﾏ�ｫx+X,H*ﾘ+�+8*"�

ベルトが蛇行する �7H8ﾈ�ｸ8�,�,JH7bﾘ8｢ﾈ4ﾈ888ｨ8B�フレームの対辺寸法を確認 

ローラの直角が出ていない �+ZH5�6Rﾘ7ｸ�ﾈ8ﾈ6x/�ｬ�-�,JB�4ﾈ888ｨ8H8ﾘ�ｸ8�,h7H8ﾈ�ｸ8�*｢�+ﾈｧ�,�,�.况ﾈ,�+)��+x.��

コンペヤの水平が､出ていない �8ﾈ7�8ｸ/�+)��+x.��

エンドプ-リの取付ボルトが緩んで �7�8ｸ6x/�ｬ�-�+ﾘﾎ:H7ｸ8ｸ6x/��

いる �/x-�+ﾈ+r�

ローラ､プ-リ類が芯ズレしている 糞2ﾓhﾘ�ﾘ����

ローラベルト,プ-リに､異物が付着 している �兒�/��ﾈ.(*�,偃h.飲ﾈ*ﾒ�

長期使用により､ベルトが摩耗 �7�8ｸ6xﾏ�ｫr�

搬送物がローラ上に 停滞する �8ﾘ�ｸ8�,冩ｺI[)��9�,ﾉWI(R�清掃 搬送物底面不良 僭(��

ローラから異音 �8ﾘ�ｸ8�7�4�8ｨ984�ｩ���ローラ交換 

プ-リから異音 �7�4�8ｨ984�ｩ���ベアリング交換 

ベルト摩擦音 �7�8ｸ6x劜ﾗ8,�.h.��ﾉYIV�,h,ﾉ�ｩ�r�[3-6項]参照 


